
タマネギ「
ス
パ
ー
ト
」

生
育
旺
盛
で
作
り
や
す
い
晩ば

ん

抽ち
ゅ
う

多
収
の
極
早
生
種
！

タキイ研究農場

馬
ば

場
ば

　彰
あきら

こども
の日に

は

新タマ
を収
穫！

春の
菜園
にも間

に合
う！

　
極
早
生
タ
マ
ネ
ギ
は
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

野
菜
の
一
つ
で
す
。
辛
み
が
少
な
く
、
お
い

し
い
と
い
っ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

市
場
に
タ
マ
ネ
ギ
が
少
な
い
時
期
の
出
荷
と

な
る
た
め
、
比
較
的
高
値
で
取
引
さ
れ
る
こ

と
か
ら
も
魅
力
的
な
作
型
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
極
早
生
栽
培
は
気
候
の

影
響
を
受
け
や
す
く
、
抽ち

ゅ
う

苔だ
い

や
分
球
が
多
発

し
た
り
肥
大
が
不
十
分
だ
っ
た
り
と
、
作
柄

の
安
定
し
な
い
こ
と
が
多
く
栽
培
の
難
し
い

作
型
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
こ
数
年
の
、

極
端
な
天
候
不
順
に
悩
ま
さ
れ
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
た
び
新
発
表
の「
ス
パ
ー
ト
」は
極
早

生
品
種
の
熟
期
の
早
さ
、
肉
質
の
み
ず
み
ず

し
さ
と
、
早
生
種
に
近
い
作
り
や
す
さ
、
安

定
性
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
タ
マ
ネ
ギ
の

生
産
者
か
ら
家
庭
菜
園
愛
好
家
ま
で
、
幅
広

い
用
途
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
品
種
で
す
。

❶
大
玉
で
よ
く
そ
ろ
う
極
早
生
種

　

肥
大
性
に
す
ぐ
れ
、
大
玉
に
よ
く
そ
ろ
う

収
量
性
抜
群
の
極
早
生
品
種
で
す
。
暖
地
で

は
４
月
中
旬
か
ら
、
中
間
地
で
も
４
月
下
旬

か
ら
収
穫
可
能
で
す
。

❷
抽
苔
や
分
球
が
少
な
く

　
作
り
や
す
い

　
「
ス
パ
ー
ト
」は
草
姿
立
性
で
葉
折
れ
が
少

な
く
、
生
育
旺
盛
で
作
り
や
す
い
特
長
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
抽
苔
や
分
球
が
少
な
く
、

さ
ら
に
病
害
に
対
し
て
も
比
較
的
強
い
た
め
、

安
心
し
て
栽
培
で
き
ま
す
。

❸
甲
高
で
玉
じ
ま
り
が
よ
く
、

　
青
切
り
出
荷
に
適
す
る

　

熟
期
が
早
い
品
種
の
多
く
は
玉
が
や
わ
ら

か
く
、
収
穫
や
出
荷
時
に
玉
同
士
が
ぶ
つ
か

■「スパート」適期表

品
種
特
性

中
間
地

暖　

地

マルチ

（マルチ栽培）

マルチ

（マルチ栽培）

（
8
月
末
ま
で
貯
蔵
可
能
）
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り
合
い
傷
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。「
ス
パ
ー
ト
」は
、
比
較
的
甲
高
で
玉
じ

ま
り
が
よ
い
た
め
、
青
切
り
出
荷
で
も
玉
傷

み
の
心
配
が
少
な
く
、
安
心
し
て
作
業
で
き

ま
す
。

❹
寒
さ
に
強
い

　

地
上
部
の
生
育
は
旺
盛
で
冬
の
寒
さ
に
対

し
葉
傷
み
が
少
な
く
、
低
温
期
の
肥
大
性
に

す
ぐ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
基
本
的
に
は
暖

地
で
の
栽
培
が
適
し
ま
す
が
、
中
間
地
で
も

栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

↑極早生種の中でも玉じまりがよいので、青切り
出荷でも玉傷みが少ない。

↑中間地でも4月下旬から収穫できる
極早生種ながら甲高形状の「スパー
ト」。

　
「
ス
パ
ー
ト
」の
特
性
を
生
か
す
に
は
、

基
本
に
忠
実
な
栽
培
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
中
で
も
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
特
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
ス
パ
ー
ト
」の
４
月
に
収
穫
で
き
る
と

い
う
特
長
を
生
か
す
た
め
に
は
、
適
期
の

播
種
・
定
植
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
早
ど
り
を
ね
ら
っ
て
早
ま
き
・
早
植
え

す
る
と
、
生
育
が
進
み
す
ぎ
て
抽
苔
・
分

球
の
危
険
性
が
増
し
ま
す
。
ま
た
、
葉
枚

数
が
多
く
な
り
す
ぎ
、
か
え
っ
て
熟
期
が

遅
く
な
っ
た
り
、
過
繁
茂
に
よ
っ
て
病
害

が
発
生
し
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
逆
に
播
種
が
遅
れ
る
と
年
内
の
生
育
が

不
十
分
に
な
り
、
生
育
不
良
や
肥
大
不
足

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
適
期
表
を

確
認
し
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
適
し
た
播

種
・
定
植
適
期
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
年
内
の
生
育
は
抑
え
気
味
に
し
、
早
春

か
ら
の
肥
効
を
高
め
る
こ
と
が
良
玉
多
収

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
基
本
は
マ
ル
チ
栽
培
で
、
元
肥
一
発
肥

料
な
ど
を
使
用
し
、
全
量
元
肥
で
施
用
し

ま
す
。
追
肥
を
行
う
場
合
は
３
分
の
２
程

度
を
元
肥
と
し
、
残
り
を
追
肥
と
し
て
施

用
し
ま
す
。
追
肥
は
１２
月
下
旬
～
１
月
上

旬
と
２
月
中
旬
を
目
安
に
２
回
程
度
行
い

ま
す
。

　
肥
料
の
遅
効
き
は
葉
が
ち
に
な
り
や
す

く
、
肥
大
の
遅
れ
や
病
害
発
生
の
危
険
性

が
増
す
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　
「
ス
パ
ー
ト
」は
一
般
的
な
極
早
生
種
に

比
べ
て
草
勢
が
強
く
、
茎
葉
は
か
た
く
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
病
害
に
は
比
較
的
強

い
の
で
す
が
、
べ
と
病
に
対
し
て
は
、
他

の
品
種
同
様
に
早
め
の
防
除
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。
特
に
生
育
期
間
の
短
い
極
早

生
種
は
葉
の
ダ
メ
ー
ジ
が
玉
肥
大
に
大
き

く
影
響
す
る
た
め
、
病
気
を
出
さ
な
い
予

防
的
な
防
除
の
徹
底
が
重
要
で
す
。

適
期
播
種
・

適
期
定
植
を
行
う

1
早
春
か
ら
の
肥
効
を

高
め
る

2

栽培ポイント

早
め
の
病
害
防
除

3

タマネギ特性表
品　種　名 早晩性 収穫期　 球　形 球重（ｇ） 収量性 耐病性（注1） 貯蔵性（注2）

マッハ 極早生 4月中旬〜５月上旬 扁円 230 ◎ ８月末

スパート 極早生 4月中下旬〜５月上旬 甲高 320 ◎ ◎ ８月末

ソニック 早生 ５月上中旬 甲高 320 ◎ ◎ ８月末

アトン 中生 ５月下旬〜６月上旬 豊円
600 ○ 10月末（大玉栽培）

350 ◎ ◎ 12月末（貯蔵栽培）

ターボ 中生 ５月下旬〜６月上旬 豊円 320 ◎ 12月末

ネオアース 中晩生 ６月上中旬 豊円 350 ◎ ２月末〜３月

パワー 中晩生 ６月上中旬 球 290 ◎ ◎ １月末〜２月

ケルたま 晩生 ６月中下旬 中甲高 280 ◎ ◎ ３月末

最適播種期
中間地

暖　地

中間地
暖　地

元肥：Ｎ成分で約20～25㎏を全量、もしくは追肥す
　　　る場合はその2/3を元肥とする。
追肥：全量元肥では施用せず、追肥する場合は約２回、
　　　各々Ｎ成分で約３～５㎏。

本圃10ａに対し50～80㎡の苗床を準備、４～６㎗播種。
条まきで条間８～10㎝、播種溝の深さは６～８㎜、
種子間隔は10㎜程度。

畝幅120～150㎝、条間20～25㎝、株間10～12㎝

９月中下旬（露地～マルチ）

９月下旬（露地～マルチ）

11月上中旬（露地～マルチ）
11月中下旬（露地～マルチ）

最適定植期

施肥の目安
（10ａ当たり）

播種基準

定植基準

タマネギ「スパート」栽培メモ

（注１）べと病、灰色腐敗病を主体とする圃場耐病性
（注２）吊り貯蔵可能期間
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